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放課後等デイサービス ツバサプラス 2025年度 支援プログラム 作成日：令和７年３月１７日
■事業所理念：学校卒業後に必ず訪れる就労という課題に早いうちから意識を向けていくことで、スムーズな社会生活への移行を実現します。

基 ■支援方針
本 （１）基本姿勢：①支援やサービス提供の質を向上させます。
情 ②スタッフ個人とチームの支援力量を高め、『療育のプロ、支援のプロ』をめざします。
報 （２）重点目標：◎個別支援計画の具体化を図り、利用者のニーズに応えるよりきめ細かな支援を提供します。
（３）具体的方策：①活動プログラムをより充実したものにします。

②個別の課題に対する支援を充実させます。
③スタッフミーティングを充実させます。

■営業時間：・平日１０：３０～１９：３０ ・土曜、学校休業日：９：００～１８：００■送迎実施：小６・中学生有り

■主な行事

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

行 ○○ラリー 運動会 日帰り 秋祭り 避難訓練 Xmas 卒業生を
事 キャンプ パーティー 送る会

■本人支援

領域 就労準備 健康・生活 運動・感覚 認知・行動 言語・コミュニケーション 人間関係・社会性

○職場見学 ○Lifeスキル ○エクササイズ ○コグトレ ○SSTゲーム(トーキングゲーム) ○秋祭り
支 ○就労体験 （身だしなみ、整理・整頓、洗濯、掃除等） ○ワクワクセラピー ○脳トレ ○カードゲーム ○日帰りキャンプ
援 ○社会人としての ○お金の管理 （感覚統合遊び） ○ＰＣスキル ○SNSの使い方 ○Xmasパーティー
内 マナー（挨拶、言葉 遣い、礼儀、 ○調理実習 ○ダンス ○アートスキル ○英会話レッスン ○卒業生を送る会
容 報連相、電話の応対等） ○公共交通機関の使い ○ドレミ♪セラピー ○ビジョントレーニング ○公園でのレク活動

方（～ラリー） ○造形活動 ○自己認識プログラム ○誕生会
○フラワーアレンジメント ○ソーイング ○プログラミング ○eSports

○運動会

■家族支援 ■移行支援 ■地域支援・地域連携

内 ○家庭から要望があった場合、子どもに対する ○小学校から中学校、中学校から高校、ツバサ ○児童、生徒が通う学校や放課後等デイサービ
支援場面を通じた個別のニーズに応じた学び プラスから就労支援事業所などへのスムーズ スとの情報連携や調整、支援方法や環境の調

容 の機会や相談援助を提供する。提供した支援 な移行のため、生徒の情報連携や受け入れ体 整に関する相互援助、および担当者会議の開
の進捗状況や効果を家族に知らせる。 制の整備、連絡調整、相互援助を行う。 催を実施する。

■職員の質の向上に資する取組

○定期的な研修の実施によるスキルアップ ○資格取得の促進 ○働きやすい環境整備 ○職員間のコミュニケーション促進とチームワーク強化
○チーム支援のあり方を整備 ○個別の成長目標（スキルマップ）の設定 ○ICT活用による業務効率化


